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調
和
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ゆ
と
り

あ
る
生
活
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
が
、
同
時
に
働
き
方
の
選
択
肢
を
拡

大
し
、
自
ら
働
き
方
を
選
択
で
き
る
こ
と

も
求
め
ら
れ
ま
す
。

「「
時時
短短
５５
カカ
年年
計計
画画
」」
にに

基基
づづ
くく
労労
働働
時時
間間
短短
縮縮
のの

取取
りり
組組
みみ

金
属
労
協
で
は
、
１
９
８
８
年
に
「
時

短
５
カ
年
計
画
」
を
策
定
し
、「
年
間
総

実
労
働
時
間
１
８
０
０
時
間
台
」
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
計
画
を
策
定
し
た
１
９
８
９
年
の
所

定
労
働
時
間
は
１
９
７
５
時
間
、
年
間
総

実
労
働
時
間
は
２
１
２
６
時
間
と
な
っ
て

い
ま
し
た
（
集
計
対
象
Ａ
組
合
・
組
合
員

１
０
０
０
人
以
上
程
度
約
60
組
合
）。
89

年
闘
争
以
降
、
こ
の
「
計
画
」
に
基
づ
き
、

「
時
短
共
闘
」
を
掲
げ
、
金
属
労
協
全
体

で
強
力
に
取
り
組
み
を
展
開
し
、
各
年
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
休
日
日
数
増
や
年

休
付
与
日
数
増
な
ど
着
実
に
前
進
が
図
ら

れ
ま
し
た
。
５
カ
年
計
画
終
了
時
の
１
９
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金
属
労
協（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
）の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
考
え
方

を
み
る
と
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
一
旦
減
少

し
た
も
の
の
、
景
気
の
状
況
に
よ
っ
て
大

き
く
変
動
し
、
２
０
０
４
年
度
の
超
過
労

働
時
間
は
２
６
７
時
間
に
ま
で
拡
大
し
て

い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
２
０
０
４
年
度
の

年
間
総
実
労
働
時
間
は
２
０
４
７
時
間
と

な
り
、「
時
短
５
カ
年
計
画
」
終
了
時
の

１
９
７
１
時
間
を
大
き
く
上
回
る
に
至
っ

て
い
ま
す
。

今今
後後
のの
年年
間間
総総
実実
労労
働働
時時

間間
短短
縮縮
のの
取取
りり
組組
みみ

前
記
の
労
働
時
間
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、

「
第
２
次
賃
金
・
労
働
政
策
」
で
は
、「
仕

事
・
社
会
・
家
庭
生
活
の
調
和
を
図
る
た

め
に
年
間
総
実
労
働
時
間
１
８
０
０
時
間

台
の
実
現
と
働
き
方
の
選
択
肢
拡
大
」
を

め
ざ
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

年
間
総
実
労
働
時
間
１
８
０
０
時
間
台

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
①
「
時
短
５
カ

年
計
画
」
で
示
し
た
１
８
９
６
時
間
を
基

本
と
し
た
所
定
労
働
時
間
の
実
現
、
②
年

次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
、
③
超
過
労
働

の
削
減
が
必
要
で
す
。
所
定
労
働
時
間
は
、

大
手
組
合
を
中
心
に
短
縮
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
が
、
金
属
労
協
全
体
か
ら
み
れ
ば
、

依
然
と
し
て
長
時
間
で
あ
り
、
労
働
時
間

の
基
礎
と
な
る
所
定
労
働
時
間
の
短
縮
は

不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
年
次
有
給
休
暇
の

今
後
は
、
短
時
間
正
社
員
制
度
や
在
宅

勤
務
制
度
の
導
入
な
ど
、
正
社
員
の
働
き

方
の
選
択
肢
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の
た

め
に
は
、
均
等
待
遇
の
観
点
か
ら
、
時
間

当
た
り
賃
金
概
念
に
つ
い
て
も
論
議
も
必

要
と
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
多
様

な
人
々
が
自
ら
働
き
方
を
選
択
し
、
仕

事
・
社
会
・
家
庭
生
活
と
の
調
和
を
図
る

こ
と
に
よ
っ
て
、「
生
活
と
の
調
和
と
自

己
実
現
を
め
ざ
す
多
様
な
働
き
方
」
の
実

現
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

新新
たた
なな
ララ
イイ
フフ
スス
タタ
イイ
ルル

をを
構構
築築
すす
るる
ササ
ママ
ーー
タタ
イイ

ムム
制制
度度
のの
導導
入入

金
属
労
協
で
は
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
度

の
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
サ
マ
ー

タ
イ
ム
制
度
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
省

エ
ネ
意
識
を
高
め
る
こ
と
も
重
要
な
役
割

で
す
が
、
同
時
に
、
夕
方
の
明
る
い
時
間

の
活
用
に
よ
っ
て
、
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い

や
地
域
活
動
の
機
会
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
も
の
で
す
。
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
た
新
た
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
構
築
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
度
の
導
入
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「「
第第
２２
次次
賃賃
金金
・・
労労
働働
政政
策策
」」

にに
おお
けけ
るる
ワワ
ーー
クク
・・
ララ
イイ

フフ
・・
ババ
ララ
ンン
スス
のの
考考
ええ
方方

金
属
労
協
は
、
２
０
０
４
年
９
月
に
、

「
生
活
と
の
調
和
と
自
己
実
現
を
め
ざ
す

多
様
な
働
き
方
の
実
現
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
「
第
２
次
賃
金
・
労
働
政
策
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
97
年
に
策
定
し
た
「
賃
金
・

労
働
政
策
」
に
お
け
る
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な

長
期
安
定
雇
用
」（
雇
用
移
動
が
不
利
に

な
ら
な
い
長
期
安
定
雇
用
シ
ス
テ
ム
）
を

基
本
と
し
な
が
ら
、「
長
期
安
定
雇
用
の

実
現
」、「
仕
事
を
通
じ
た
自
己
実
現
」、

「
仕
事
・
社
会
・
家
庭
生
活
の
調
和
」
を

３
つ
の
柱
と
し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
た

運
動
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

金
属
産
業
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
基
幹

産
業
と
し
て
日
本
経
済
を
リ
ー
ド
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
は
、
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル

な
競
争
が
激
化
し
、
中
国
を
は
じ
め
と
す

る
ア
ジ
ア
諸
国
が
急
速
に
追
い
上
げ
を
図

る
中
で
、
高
付
加
価
値
製
品
の
開
発
・
生

産
を
軸
と
し
な
が
ら
、
海
外
生
産
拠
点
と

の
棲
み
分
け
を
行
い
、
産
業
・
企
業
を
発

展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。そ

の
た
め
に
は
、
競
争
力
の
源
泉
で
あ

る
「
人
」
が
能
力
を
発
揮
し
、
や
り
が
い

を
持
っ
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
労
働
条
件

を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

そ
の
前
提
が
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
長
期
安

定
雇
用
」
に
よ
っ
て
、
勤
労
者
の
雇
用
と

生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
そ
の

上
で
、
基
幹
産
業
で
あ
る
金
属
産
業
に
ふ

さ
わ
し
い
賃
金
水
準
を
確
立
す
る
と
と
も

に
、
家
庭
生
活
や
地
域
生
活
な
ど
、「
生

活
と
の
調
和
」
の
と
れ
る
働
き
方
を
実
現

し
、
勤
労
者
が
自
律
的
に
能
力
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
く

こ
と
も
重
要
と
な
り
ま
す
。「
生
活
と
の

９
３
年
度
に
は
、
年
間
総
実
労
働
時
間
１

８
０
０
時
間
台
に
は
未
到
達
で
あ
る
も
の

の
、
所
定
労
働
時
間
は
１
９
２
４
時
間
、

年
間
総
実
労
働
時
間
は
１
９
７
１
時
間
に

ま
で
縮
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、「
時
短
５
カ
年
計
画
」
で

掲
げ
た
「
年
間
総
実
労
働
時
間
１
８
０
０

時
間
台
」
を
目
標
に
取
り
組
み
を
進
め
、

大
手
組
合
を
中
心
に
多
く
の
組
合
で
年
間

所
定
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
１
８
０
０

時
間
程
度
に
ま
で
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
超
過
労
働
時
間
の
状
況

連
続
取
得
制
度
の
導
入
や
、
超
過
労
働
の

上
限
規
制
の
設
定
、
超
過
労
働
割
増
率
の

引
き
上
げ
な
ど
、
実
効
あ
る
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
労
働
時
間
を
削

減
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

多多
様様
なな
働働
きき
方方
をを
可可
能能
とと

すす
るる
たた
めめ
のの
取取
りり
組組
みみ

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
観
点

で
は
、
総
実
労
働
時
間
の
短
縮
に
加
え
て
、

短
時
間
勤
務
制
度
や
休
業
制
度
の
導
入
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
も
、
育
児
・
介
護
な
ど
家
庭
責

任
を
果
た
す
目
的
で
短
時
間
勤
務
制
度
や

休
業
制
度
が
法
整
備
さ
れ
、
企
業
レ
ベ
ル

に
お
い
て
も
、
働
く
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
制
度
導
入
が
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、

生
活
と
の
調
和
を
図
る
た
め
に
は
、
さ
ら

に
多
様
な
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
制
度

導
入
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
社
会
と
の

調
和
の
取
れ
た
働
き
方
と
い
う
観
点
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会
貢
献
を

目
的
と
し
た
休
暇
・
休
業
制
度
の
導
入
を

促
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

自
己
啓
発
な
ど
の
目
的
で
の
休
暇
・
休
業

制
度
は
、
技
術
力
・
開
発
力
・
現
場
力
の

一
層
の
高
度
化
を
図
り
、
創
造
性
を
高
め

て
い
く
た
め
に
も
、
重
要
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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《図表》集計対象Ａ組合の実労働時間の推移

資料出所：金属労協労働諸条件調査
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